
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 新春号 

1.1 
平成２９年 



                

議 

長 

 
 

篠 

原 

一 

世 
       

①
政
友
み
ら
い 

②
下
羽
田
町
１
０
３
１-

３ 

③(

22)

６
０
１
７ 

④
社
会
情
勢
や
自
然
環
境
が

変
化
す
る
中
、
官
民
連
携
を

図
り
、
厳
し
い
財
政
を
共
有

し
、
本
市
の
地
の
り
的
優
位

を
最
大
限
活
用
し
、
産
業
、

雇
用
、
子
育
て
を
充
実
し
、

安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
し
、
将
来
的
展
望
を
希

望
あ
る
持
続
可
能
な
佐
野
市

作
り
に
邁
進
し
た
い
。 

               
 

 

副
議
長 

 
 

若
田
部 

治 
彦 

       

①
公
明
党
議
員
会 

②
奈
良
渕
町
６
７
０ 

③(

21)

２
８
５
１ 

④
少
子
超
高
齢
化
・
人
口
減

少
社
会
に
対
応
し
て
い
く
た

め
に
新
た
な
経
済
成
長
に
向

け
た
取
組
が
不
可
欠
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
さ
ら
な
る
雇

用
創
出
の
拡
大
を
目
指
す
た

め
、
国
際
的
移
住
や
誘
客
を

進
め
、
活
気
と
特
色
あ
る
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
参
り

ま
す
。 

     

①
政
友
み
ら
い 

②
下
彦
間
町
９
０
９ 

③(

65)

０
６
１
６ 

④
佐
野
市
に
行
っ
て
み
た
い
、

住
ん
で
み
た
い
、
と
思
え
る

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
市
内

各
地
に
存
在
す
る
伝
統
文
化

や
、
遺
産
等
を
掘
り
起
こ
し

こ
れ
を
私
た
ち
市
民
全
体
で
、

自
ら
、
佐
野
市
の
良
さ
を
他

の
地
域
に
発
信
す
る
こ
と
が

重
要
で
、
そ
の
た
め
の
醸
成

に
努
め
た
い
。 

       

①
政
友
み
ら
い 

②
船
越
町
１
７
１
８-
１ 

③(

62)

３
２
６
２ 

④
昨
年
は
熊
本
地
震
や
台
風

等
に
よ
る
自
然
災
害
が
多
発

し
ま
し
た
。
佐
野
市
に
お
い

て
も
い
つ
災
害
に
遭
遇
す
る

か
分
か
り
ま
せ
ん
。
日
頃
よ

り
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
確
認
、

避
難
所
・
避
難
経
路
の
周
知

や
防
災
訓
練
等
、
県
・
市
と

連
携
し
減
災
対
策
や
危
険
箇

所
改
修
を
進
め
ま
す
。 

     

①
公
明
党
議
員
会 

②
堀
米
町
１
１
０-

５ 

③(

21)

５
６
０
３ 

④
佐
野
市
の
将
来
を
担
う
子

供
た
ち
や
若
者
か
ら
高
齢
者

ま
で
全
て
の
世
代
に
光
を
当

て
、
ひ
と
り
に
寄
り
添
い
、

ひ
と
り
の
声
を
大
切
に
し
ま

す
。
災
害
に
強
く
安
心
安
全

な
街
、
互
い
に
支
え
合
い
、

住
み
や
す
い
街
を
目
指
し
、

市
民
の
皆
さ
ま
と
共
に
歩
ん

で
参
り
ま
す
。 

       

①
公
明
党
議
員
会 

②
閑
馬
町
１
０
０
１ 

③(

65)

１
７
２
９ 

④
現
場
第
一
主
義
を
モ
ッ
ト

ー
に
、
佐
野
市
の
更
な
る
発

展
の
た
め
に
尽
力
し
て
参
り

ま
す
。
ま
た
、
子
育
て
支
援

や
教
育
・
医
療
・
福
祉
の
充

実
を
図
る
と
共
に
、
佐
野
市

民
の
明
る
い
未
来
の
た
め
に
、

ご
意
見
や
ご
要
望
等
、
直
面

す
る
課
題
に
全
力
で
取
り
組

ん
で
参
り
ま
す
。 

     

①
自
民
佐
野 

②
閑
馬
町
１
６
６
９ 

③(

65)

０
３
１
０ 

④
佐
野
市
の
歴
史
と
伝
統
文

化
を
学
び
新
た
な
本
市
の
観

光
資
源
の
発
掘
と
品
質
強
化

の
提
案
を
し
て
い
き
ま
す
。

今
後
、
ま
す
ま
す
多
様
化
す

る
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
的
確
に

対
応
す
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
ま
す
。
観
光
に
対
す
る
戦

略
と
戦
術
、
多
様
な
情
報
発

信
の
提
案
に
努
め
ま
す
。 

       

①
自
民
佐
野 

②
越
名
町
３
１
３ 

③(

87)

４
１
１
５ 

④
「
全
て
形
式
に
流
れ
る
と

精
神
が
乏
し
く
な
る
。
何
で

も
日
々
新
た
に
と
い
う
心
が

け
が
大
事
で
あ
る
」
と
い
う

格
言
が
あ
り
ま
す
。
新
し
い

年
に
新
し
い
取
組
を
し
、
未

処
理
課
題
の
解
決
や
新
た
な

課
題
を
市
民
の
皆
様
と
共
有

し
、
市
民
生
活
環
境
向
上
に

努
め
る
一
年
と
し
ま
す
。 

     

①
政
風
会 

②
関
川
町
９
０
６-

29 

③(

24)

６
５
７
８ 

④
観
光
立
市
と
ス
ポ
ー
ツ
立

市
を
主
要
政
策
に
掲
げ
る
本

市
の
発
展
と
市
民
の
た
め
に
、

ま
た
、
教
員
出
身
の
唯
一
の

議
員
で
あ
る
私
は
公
約
で
あ

る
教
育
の
充
実
を
目
指
し
、

地
域
住
民
の
方
々
と
協
力
し
、

全
身
全
霊
で
議
員
活
動
に
精

進
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

        

①
政
風
会 

②
山
形
町
２
９
１ 

③(

65)

１
６
７
６ 

④
年
初
か
ら
米
国
や
韓
国
の

大
統
領
が
交
代
す
る
等
、
国

内
外
と
も
に
波
瀾
の
年
に
な

り
そ
う
で
す
。
イ
ン
ラ
ン
ド

ポ
ー
ト
の
開
設
、
小
中
一
貫

校
や
市
民
病
院
の
民
設
民
営

化
へ
の
準
備
な
ど
、
佐
野
市

も
大
変
革
へ
の
道
を
歩
み
初

め
る
大
事
な
年
。
気
を
引
き

し
め
る
年
で
す
。 

齋藤  弘 

菅原 達 

久保 貴洋 

川嶋 嘉一 

亀山 春夫 

議会からこんにちは 2017.1.1 ② 

木村 久雄 

鈴木 靖宏 

青木 伸 



    

①
新
風 

②
栃
本
町
２
３
３
１-

３ 

③(

62)

１
０
８
６ 

④
希
望
が
も
て
る
教
育
・
福

祉
・
地
域
医
療
の
充
実
、
活

力
漲
る
農
業
・
経
済
の
成
長

を
目
指
し
様
々
な
行
政
課
題

に
挑
み
ま
す
。
そ
し
て
、
地

方
創
生
の
名
の
も
と
に
激
化

す
る
都
市
間
競
争
に
勝
ち
残

り
、
終
の
住
処
と
し
て
「
選

ば
れ
る
佐
野
市
」
の
実
現
に

邁
進
致
し
ま
す
。 

       

①
会
派
に
属
さ
な
い
議
員 

②
仙
波
町
１
３
７-

10 

③(

85)

３
７
２
７ 

④
今
か
ら
約
百
年
前
、
田
中

正
造
翁
が
、
む
ぐ
ら
や
の
繁

れ
る
宿
の
軒
下
に
靴
音
高
く

貢
と
り
た
つ
と
詠
ん
で
お
り
、

大
変
貧
し
い
家
に
も
役
所
が

強
制
的
に
税
を
取
り
に
来
て

い
る
様
を
嘆
い
て
い
る
歌
で

す
。
今
年
も
市
民
フ
ァ
ー
ス

ト
で
し
っ
か
り
と
議
員
活
動

を
行
い
ま
す
。 

 

    

①
政
友
み
ら
い 

②
馬
門
町
１
５
９
７ 

③(

23)

８
２
６
３ 

④
昨
年
は
、
思
い
も
よ
ら
な

か
っ
た
地
域
で
の
地
震
発
生

や
例
を
み
な
い
台
風
の
動
き

な
ど
、
想
定
外
の
事
が
起
こ

り
、
被
害
が
発
生
し
た
年
で

し
た
。
今
年
は
、
備
え
の
心

と
思
い
や
り
の
心
を
持
っ
て
、

安
全
で
安
心
な
街
づ
く
り
と

福
祉
の
向
上
に
一
生
懸
命
頑

張
り
ま
す
。 

       

①
政
友
み
ら
い 

②
植
野
町
２
１
３
８-

11 

③(

24)

２
８
４
０ 

④
酒
つ
ぼ
の
果
実
が
極
み
ま

で
熟
成
し
た
様
子
を
表
す
酉

の
年
、
第
１
次
総
合
計
画
の

最
終
年
で
も
あ
る
。
子
育
て
、

就
労
、
教
育
、
医
療
、
ま
ち

づ
く
り
、
住
み
良
い
魅
力
あ

る
佐
野
市
づ
く
り
に
死
角
は

な
い
か
精
査
し
て
、
次
の
飛

躍
に
繋
が
る
一
年
と
し
た
い
。 

  

    

①
公
明
党
議
員
会 

②
大
橋
町
３
１
７
３-

５ 

③(

23)

２
１
０
０ 

④
佐
野
市
国
際
ク
リ
ケ
ッ
ト

場
等
の
資
源
を
活
か
し
、
観

光
立
市
と
ス
ポ
ー
ツ
立
市
の

融
合
に
よ
り
、
佐
野
市
の
発

展
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、福
祉
・
医
療
の
充
実
、

活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推

進
、
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ

く
り
の
実
現
に
全
力
で
取
り

組
み
ま
す
。 

       

①
自
民
佐
野 

②
堀
米
町
81-
７ 

③(

22)

８
５
２
３ 

④
人
口
減
少
・
超
高
齢
社
会

の
到
来
で
、
扶
助
費
の
増
加

や
一
般
財
源
の
減
少
が
想
定

さ
れ
る
。
安
定
し
た
仕
事
や
、

新
し
い
人
の
流
れ
を
創
出
し
、

結
婚
・
妊
娠
・
出
産
・
子
育

て
の
希
望
を
か
な
え
、
時
代

に
あ
っ
た
地
域
を
つ
く
り
、

安
心
な
暮
ら
し
を
守
る
べ
く

全
力
投
球
し
ま
す
。 

 

    

①
自
民
佐
野 

②
仙
波
町
２
８
４
５ 

③(

85)

３
０
５
４ 

④
急
激
に
進
む
少
子
化
と
超

高
齢
化
社
会
へ
の
対
応
は
喫

緊
の
課
題
で
す
。
市
総
合
戦

略
に
よ
る
人
口
減
少
対
策
と

福
祉
の
推
進
と
共
に
、
鳥
獣

被
害
対
策
、
中
山
間
地
域
振

興
を
図
り
、
ど
こ
に
住
ん
で

い
て
も
安
心
し
て
生
活
で
き

る
、
住
み
良
い
地
域
づ
く
り

に
頑
張
り
ま
す
。 

       

①
政
風
会 

②
高
萩
町
１
２
０
６-

６ 

③(

22)

２
２
３
９ 

④
市
民
の
皆
さ
ん
が
明
る
く

楽
し
く
元
気
よ
く
暮
ら
せ
る

た
め
に
、
安
定
し
た
働
く
場

所
の
確
保
、
子
供
を
産
み
育

て
る
た
め
の
支
援
拡
充
と
経

済
的
支
援
の
充
実
、
そ
し
て
、

住
ん
で
良
い
、
訪
れ
て
良
い

街
づ
く
り
に
積
極
的
に
取
り

組
み
活
動
し
て
参
り
ま
す
。 

  

    

①
政
風
会 

②
出
流
原
町
８
９
８-

２ 

③(

25)

４
４
８
８ 

④
今
年
は
、
念
願
の
「
イ
ン

ラ
ン
ド
ポ
ー
ト
」
が
、
佐
野
・

田
沼
イ
ン
タ
ー
産
業
団
地
内

に
完
成
し
、
喜
び
も
一
入
で

す
。
本
年
も
、
出
流
原
Ｐ
Ａ

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
設
置
推
進
や
周
辺
開
発
と

あ
わ
せ
、
佐
野
市
の
発
展
と

地
域
の
活
性
化
を
目
指
し
て

頑
張
り
ま
す
。 

       

①
新
風 

②
赤
見
町
３
２
５
６ 

③(

25)

０
２
３
３ 

④
少
子
高
齢
化
社
会
の
到
来

に
よ
る
様
々
な
課
題
に
取
り

組
み
、
住
ん
で
よ
し
、
訪
れ

て
よ
し
、
子
育
て
す
る
な
ら

佐
野
市
の
確
立
を
目
指
し
、

子
育
て
支
援
、
高
齢
者
の
住

み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
、
魅
力

あ
る
雇
用
の
創
出
に
取
り
組

み
ま
す
。 

  

    

①
新
風 

②
赤
坂
町
65-

４ 

③(

24)

０
３
７
４ 

④
近
年
の
天
変
地
異
。
複
数

大
国
の
保
守
化
。
世
界
は
不

透
明
不
確
実
な
時
代
に
迷
い

込
ん
で
し
ま
っ
た
の
か
。
問

わ
れ
る
議
会
や
行
政
の
在
り

方
。
私
達
は
今
、
こ
ど
も
の

街
宣
言
を
始
め
と
す
る
男
女

共
同
参
画
・
生
涯
学
習
・
非

核
平
和
都
市
宣
言
市
の
誇
り

を
胸
に
邁
進
し
た
い
。 

       

①
政
友
み
ら
い 

②
葛
生
西
３-

12-

７ 

③(

85)

２
６
４
５ 

④
人
づ
く
り
、
夢
の
も
て
る

街
づ
く
り
、
心
の
通
い
合
え

る
街
、
社
会
づ
く
り
を
モ
ッ

ト
ー
に
、
市
民
の
皆
様
と
共

に
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

財
政
の
厳
し
い
な
か
、
効
率

化
に
努
め
、
子
育
て
支
援
、

福
祉
の
充
実
に
、
安
全
で
安

心
な
街
づ
く
り
の
実
現
に
全

力
で
取
り
組
み
ま
す
。 

本郷 淳一 

小暮 博志 

横田 誠 蓼沼 一弘 

井川 克彦 

飯田 昌弘 

金子 保利 高橋 功 

田所 良夫 山口 孝 

山菅 直己 春山 敏明 

議会からこんにちは 2017.1.1 ③ 



     

①
政
友
み
ら
い 

②
鐙
塚
町
２
２
９ 

③(

23)

５
６
６
１ 

④
市
民
病
院
の
民
営
化
へ
の

方
向
性
や
、
国
民
健
康
保
険

の
限
度
額
改
正
と
広
域
化
へ

の
取
り
組
み
な
ど
、
医
療
を

取
り
囲
む
環
境
が
大
き
く
変

わ
り
ま
す
。 

 

そ
ん
な
中
で
、
何
が
市
民

の
た
め
に
な
る
か
を
そ
の
つ

ど
考
え
て
、
議
員
活
動
を
行

っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。 

      

①
政
友
み
ら
い 

②
赤
見
町
５
８
８ 

③(

25)

１
０
５
６ 

④
大
企
業
に
お
い
て
は
、
景

気
は
回
復
し
た
も
の
の
、
中

小
企
業
に
お
い
て
は
、
ま
だ

ま
だ
で
す
。
若
い
人
達
の
雇

用
、
そ
れ
も
正
規
社
員
と
し

て
の
安
定
雇
用
が
必
要
だ
が
、

若
者
に
元
気
が
な
く
、
先
が

見
え
な
い
。
そ
の
た
め
、
皆

さ
ん
と
共
に
頑
張
り
ま
す
。 

 

     

①
日
本
共
産
党
議
員
団 

②
富
岡
町
１
３
８-

２ 

③(

24)

２
７
３
８ 

④
安
倍
政
権
は
平
和
と
く
ら

し
を
脅
か
す
と
と
も
に
、
憲

法
改
悪
も
ね
ら
っ
て
い
ま
す
。

私
は
今
年
も
多
く
の
人
た
ち

と
共
に
そ
の
道
を
許
さ
な
い

声
を
あ
げ
て
い
き
ま
す
。
憲

法
を
活
か
し
、
誰
も
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
福
祉
豊
か
な

市
政
を
つ
く
る
た
め
全
力
で

働
き
ま
す
。 

       

①
日
本
共
産
党
議
員
団 

②
会
沢
町
５
３
６-
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③(

85)

３
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④
国
は
医
療
や
介
護
の
高
齢

者
負
担
増
、
年
金
の
給
付
削

減
な
ど
で
、
く
ら
し
を
脅
か

そ
う
と
し
て
い
ま
す
。
一
方

で
本
市
は
出
流
原
Ｐ
Ａ
周
辺

の
大
型
開
発
の
構
想
を
発
表

し
て
い
ま
す
。
大
型
開
発
事

業
よ
り
、
暮
ら
し
・
福
祉
優

先
の
市
政
に
転
換
さ
せ
ま
す
。 

 

 

藤倉 義雄 大川 圭吾 

鶴見 義明 岡村 恵子 

表紙は笹川むもん(育也)氏の作品 
 

   「頻伽酉（びんがどり）」 PROFILE 

1954 栃木県佐野市に生まれる 

1972 三代目加茂蕃山に師事 富山県井波町(現・南砺市) 

1979 日展 初出品初入選以後連続15回入選～’94まで出品 

1984～86 日彫展 奨励賞連続３回受賞 

1986 富山県美術展 県展大賞受賞 

1987 日彫展 日彫賞受賞 

1993 ポーランド石彫ワークショップ招待(グダニスク)  

1997 第26回現代日本美術展 佳作賞受賞 

   マロニエ文化賞受賞 

1999 第14回国民文化祭･ぎふ彫刻コンクール 文部大臣賞 

受賞 

2001 木彫展とミクストメディア展 

2002 第５回至高の精神展「興廃風雅」 

2003 トリエンナーレ2003神通峡美術展 大賞受賞 

2006 となみ野美術展2006 となみ野美術大賞受賞 

第45回アートナウKANAZAWA 中日大賞受賞 

2007 全国木彫コンクール井波 いなみ国際木彫刻キャンプ賞 

受賞 

2010 笹川むもん彫刻展「ＭＵＭＯＮＩＳＭ！」 

2013 佐野未来館市民ギャラリーで笹川むもん彫刻展 

「四十年目の帰省」開催 

現住所：富山県南砺市井波2514-2 

 

議会からこんにちは 2017.1.1 ④ 

議員は、公職選挙法の規定に 

より、選挙区内の方に年賀状等 

のあいさつ状（答礼のための自 

筆によるものを除く。）を出す 

ことは禁止されています。 

 皆様のご理解をお願いいたし 

ます。 

佐野ブランドキャラクター さのまる 



 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

    

今
年
の
干
支
で
あ
る
「
酉
」

は
元
来
「
酒
つ
ぼ
」
を
表
し
、

収
穫
し
た
果
実
か
ら
酒
を
作

る
と
い
う
こ
と
か
ら
、「
実
り
」

や
「
成
熟
」
の
意
味
も
あ
る
と

か
。
ま
た
、「
と
り
込
む
」
と

い
う
こ
と
で
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
事
業
が
実
を
結
び
、
本
市
へ

の
集
客
に
つ
な
が
れ
ば
喜
ば

し
い
限
り
で
す
。 

「
新
し
い
ぶ
ど
う
酒
に
は
新

し
い
革
袋
」
と
い
う
格
言
が
あ

り
ま
す
が
、
古
い
革
袋
に
新
し

い
ぶ
ど
う
酒
を
入
れ
る
と
破

れ
て
両
方
と
も
駄
目
に
な
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
新
し
い
チ

ャ
レ
ン
ジ
に
は
、
新
し
い
ハ
ー

ト
が
必
要
で
す
ね
。 

（
井
川
克
彦
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議会からこんにちは 2016.1.1 ⑤ 

議会からこんにちは 2017.1.1 ⑤ 
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